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教員免許更新制の導入

教員免許に更新制が導入されたのは2009年である．

すでに，2007年４月に教育職員免許法が改正され，

この制度の導入が決まっていた．第一次安倍内閣の

ときである．その前年には本格的な実施を前に，文

部科学省が「試行」を実施する大学を募集した．熊

本大学はその呼びかけに応じて，熊本市と阿蘇市に

おいて「必修」を開講した．これを含めると，熊本

大学における教員免許更新講習は７年目を迎えたこ

とになる．全国的に見れば，教育委員会が主催する

無償のケースもあるようだが，基本的には，30時間

の講習を３万円程度の個人負担で受講することに

なった．これを受講しないと免許状が失効するから，

とりわけ現職の教員にとっては必須の講習である．

法律が変わったあとに教員免許を取得する者が講習

を義務だとして受け入れるのは当然である．しかし，

現在教員をしている教師たちは教員免許を終身のも

のだと思っていたし，それが現実だった．それが

「途中」で制度が変更されたのである．しかも教員

として多忙さが増すなかで，30時間の受講を強制さ

れ，さらに受講料は自己負担というのである．これ

に対して教師たちから不満が噴出したのも当然だと

言える．

こうした状況のなかで，2009年の衆議院議員選挙

で民主党が圧勝し政権を奪取した．その際に，民主

党はマニフェストで「教員の資質向上のため，教員

免許制度を抜本的に見直す」と明示していた．これ

が影響して，教員たちの間に「免許更新制はすぐに

なくなる」という期待が広がっていった．この点に

関して文部科学省は「公式に制度廃止を認めたこと

はない」としている．マスコミが先走ったという

ニュアンスである．いずれにしても，受講対象に

なった教員たちの間に大きな混乱が生じることに

なった．

民主党としても，「免許更新制度」に替わる新しい

制度を創設することを強調していた．これに関連し

て，教員になるために６年間の課程を設けるといっ

た案も出されていた．これは専門性の高い職業人を

養成する医学部や薬学部をイメージしたと思われる．

しかし，そうした議論はいずれも立ち消え状態に

なってしまった．

こうした状況のなかでスタートした「教員免許更

新講習」だったが，様々な評価を受けながら，６年

が経過したのである．そして，今日では受講者たち

からは「制度の趣旨には疑問も感じるが，講座その

ものは勉強になった」といった好意的な評価も多く

を占めている．

選択としての

「対人関係スキルアップ・トレーニング」

熊本大学では，県内の玉名・阿蘇・天草・人吉・

八代地区の５ヶ所を「サテライト」として講習を開

催している．熊本県内でも，たとえば牛深市などは

熊本市から100 km以上離れており，受講するために

前泊が必要になる．こうしたことから，「サテライ

ト」システムはそれなりの評価を受けている．

本稿で取り上げる「対人関係スキルアップ・トレー

ニング」は，熊本会場とすべてのサテライトにおい

て実施している．

なお，免許更新講習は「必修」と「選択」から構

成されているが，「対人関係スキルアップ・トレーニ

ング」は選択として提供されるコースである．
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｢対人関係スキルアップ・トレーニング」の流れ

コースの流れを概観するために，受講者に配付す

る資料の一部を図１に示す．全体は午前と午後と併

せて６時間のスケジュールで行われる．ここでは，

時間の経過とともに，その内容を追うことにする．

１．対人関係スキルの基礎

はじめに「対人関係スキルの基礎」と題して情報

を提供する．

・Group Dynamics

まずは，対人関係のあり方を考える基礎として，

集団との関わりを通して人間を理解することを目的

にした「Group Dynamics」を紹介する．

・コミュニケーションのインフラ

対人関係に欠かせないスムーズなコミュニケー

ションを実現するための対人関係のあり方について

解説する．

２．GW 教師の対人関係力と元気な学校づくり

・対人関係力の基礎

ここで最初のグループワークに入る．その際に使

用する道具については，吉田（2011）を参照いただ

きたい．

まずは「自分を知らせる，他人を知る，そして自

分を知る」と名づけたグループ・ワークの準備をす

る．そのために受講者各人が「自分を知らせるシー

ト」に記入する．これは３つのテーマについて「他

人に１分で知らせる」ことを念頭に各人がまとめて

おくものである．

こうした手続きを踏んでからグループ分けをする．

グループの人数は様々な要因で変わってくるが，経

験的には６人を基本にしている．受講者数によって，

６名ができない場合は「５人グループ」を優先して

つくる．ここで７人も考えられるが，お互いに情報

交換するには「少し多い」という実感がある．

グループができれば，各人がいま書いたばかりの

情報を交換することになる．これを単なる情報交換

ではなく，「対人関係の基礎技術」を身につけるため

のトレーニングと位置づけている．そのために，コ

ミュニケーションに求められる「３つのポイント」

を提示し，それを念頭に置いて自分の情報をメン

バーに提供するように伝える．その３つとは，「①

聞こえる声で，聴いてもらえる声で」「②顔と目で笑

う」「③大きなジェスチャー」である．

受講者たちは，こうしたポイントを押さえ，しか

も「１分間」でという条件の下で，自分の情報をグ

ループのメンバーたちに知らせていく．全員が情報

提供を終えてから，その間に各メンバーについて感

じたことをラベルに記入する．これを「イメージの

鏡」と呼んでいる．各メンバーから提供された３分

間の情報から，それぞれに対して「どのような印象

やイメージをもったか」について，20〜30字ほどの

メモとしてまとめるのである．

その後に，それらをお互いに伝え合う時間が続く．

たとえば，６人グループであれば，自分以外の５人

から，「他人から見た自分のイメージ」を記入した「ラ

ベル」を受け取ることになる．これが新たな「自分

発見」となって，その後の対人関係にもプラスに働

くことが期待されるのである．

このグループワーク後に解説を加える．そのポイ

ントの第１は，「自分の思っている自分」は正しいも

のとして受け入れようということである．基本的に

は，それはプラスであることが望ましいが，仮にマ

イナスのものであっても，とにかく「自分の事実」

として受け止めればいいのである．しかし，第２の

ポイントとして，それと同時に，「他人に見えたイ

メージ」も，自分の主観的な見方をもとにして，「正

しい」とか「正しくない」と思い込むのも止めてみ

ないかと呼びかけるのである．とくに，他者から「い

いイメージ」を伝えられたときに，「それは嬉しいけ

れど，当たっていない」と否定してしまっていいの

か．たった1人からでも「そんな風に見える」と言わ

れたのだから，「それならもう１人からもそんな評

価をしてもらおう」といった前向きに態度が期待さ

れているのである．せっかく「褒めてもらって」い

るのだから，わざわざ否定することはないのだ．こ

れをきっかけにして，それを伸ばすエクササイズを

すればいい．

こうした呼びかけをしながら自分自身のイメージ

を受けとめた上で，次に，本講座の目的である対人

関係スキルをアップするための時間に移っていくこ

とになる．
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図１．スケジュール（５時間30分）

※GW：グループワーク



・心の筋肉運動

グループワークに続けて，その解説と次のステッ

プを繋ぐための講義である．ここで，対人関係スキ

ルが個々人の努力によって改善できることを強調す

る．いわゆる筋肉と同じように，対人関係スキルも

エクササイズによって鍛えられると考えるのである．

３．GW 対人関係のスキルアップ

・期待されている対人関係力の探究

ここでは，60項目で構成される２つのリストが提

示される（図２，図３）．

いずれも受講者である教師に期待する行動リスト

で，その一つは「児童生徒の教師に対する期待」，も

う一つは「同僚教師からの期待」である．受講者は

項目全体をチェックするとともに，自分の状況を考

慮しながらいずれか一つを選択する．児童生徒たち

に対する対人関係スキルを改善したいと思えば前者

を，同僚教師に対する対人関係の改善を重視すれば

後者を選ぶことになる．

その具体的な流れとしては，まず選択したリスト

の60項目に目を通しながら，「自分にとって大事だ

と思う」ものをチェックする．それが終わると，す

でにチェックした項目から「自分に期待されている

と思う」もの，さらに「自分が改善向上させたいと

思う」項目を選んでいく．こうした手続きによって，

60項目のうち平均的には，10項目前後に絞られる．

その上で，最終的にはベスト５を選択することに

なる．それらをカードに転記してから，グループ

ワークに入る．

メンバーたちに対して，自分が書いたカードを提

吉田 道雄
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図２．児童生徒からの期待チェックリスト

図３．教師からの期待チェックリスト



示し，それを選択した背景を説明していくのである．

このとき，一人が５枚のすべてを提示するのではな

く，１枚ずつ説明しては次のメンバーに回ることに

する．また，ここで「あっ，そう」で終わるのでは

なく，１枚の説明ごとに，メンバーの誰かが質問し

たりコメントを伝えることの重要性も強調する．さ

らに，そうした期待に応えるために有効な具体的事

例やアイディアがあれば，それらを積極的に発信す

ることも奨励される．こうした情報交換を通して，

学校において実践する具体的な行動についてのヒン

トが得られるのである．

こうした情報交換のあとは，時間の余裕があれば，

グループで「ベスト３」あるいは「ベスト５」を選

ぶ時間も設定する．さらに，こうして選択した項目

を全体に発表することも可能性としては考えられる．

しかしながら，受講者が60名前後となれば，10グ

ループができるため，それに充てる時間を取ること

はできない．そこで「出張」と称して，メンバーた

ちが一人ひとり別のグループに出かけて，情報を収

集してくるといった試みも導入している．この場合

は，他グループから来るメンバーに自分たちが選択

した項目を説明する一人は出張しない居残り者とな

る．こうした．いわば「出張ゲーム」のような「お

遊び」的要素を入れることでグループワークが盛り

上がる．その結果として，受講者たちの意欲や満足

度にもプラスの効果がもたらされるという実感があ

る．

４．Action Plan

・行動目標の設定

グループによる分析を経た後で，講座の最終段階

に入る．ここで，各人が学校に帰ってから実践する

「行動目標」を立てることになる．その際，基本的に

は３ヶ月間で３つの目標を設定するように要請する．

そのために，まずは自分自身が「期待されている」

「改善向上したいと思っている」ものとして選択し

た５項目が対象になる．そのなかから３つ選ぶのが

順当ではある．しかし，その後にメンバー間で各人

の選択項目について情報交換をしている．さらに，

「ベスト３」や「ベスト５」について議論する過程で，

さまざまな意見も出されている．こうした流れを通

して，「自分が選んでいなかった項目の方がもっと

大事だということがわかった」という体験もするの

である．それはグループでの議論を通して発見され

たものであり，その項目を目標として取り上げるこ

とはきわめて重要な意味を持っている．

こうして，最終的には各人が選択した３つの行動

目標を，「私の筋トレメニュー」と名づけたシートに

記入する（図４）．

これに個々人の目標を書き込んだあとで，全員が，

お互いにがんばれという気持ちを込めてサインする

欄も設けている．

なお，実践期間であるが，一般的には３ヶ月を標

準としている．ただし，教師の場合は学期単位で設

定する方が適切である．さらに，「任意の期限」も可

としている．これはたとえば，「ご自分のお誕生日

まで」とか「結婚記念日まで」といった，きわめて

私的な日時でもいいとするのである．ただしその場

合は，「少なくとも３ヶ月以上経過していること」と

いう条件を付ける．これも多分に「お遊び的」要素

を含んでいるが，「その日まで実践する」という決意

が続くのであれば，むしろ歓迎すべきものである．

・見えてますかシート

受講者たちは，それぞれの職場で行動目標を実践

することになる．その最終的なチェックを行うため

に，「見えてますかシート」（図５）を準備している．

これは，実践期間が終了したあとで，児童生徒あ

るいは同僚の職員から，期間中の行動が「見えてい

たかどうか」について評定を受けるための道具であ

る．講座は１日で終了するから，それを実施するか

どうかは任意である．しかし，行動の改善や変容に，

いわゆる「Plan-Do-See-Action」のステップは欠か

せない．その意味で，自主的に「見えてますかシー

ト」を活用することが強く期待されるのである．

なお，このシートはワードファイルとして筆者の

ホームページで公開している．このため，受講者は

個人の名前や行動目標を入力するだけで，いわばオ

リジナルな「見えてますかシート」を作成すること

ができるようにしている．

対人関係スキルアップ・トレーニング
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図４．行動目標設定シート



｢対人関係スキルアップ・トレーニング」の

効果

本コースの効果については，とくにデータを収集

していない．ただ，熊本大学がすべての「講習」に

ついて独自のアンケートを実施しており，その結果

をまとめたものが表１である．

すでに述べたように，「対人関係スキルアップ・ト

レーニング」は熊本大学と県内５ヶ所に設置された

サテライト会場で実施した．これを受講した教師の

総計は327名である．

１．講習で使用した手段の有効性

アンケートでは，まず講習で使用した手段の有効

性について聞いている．その結果，「有効だった」が

96.3％であることから，「有効性」は十分に認められ

ている．これに続く，「少し有効だった」という選択

肢は，その定義がいかにもあいまいだが，3.4％に

なっている．さらに，「あまり有効でなかった」とい

う否定的な回答が１名いた．個々人に改めて確認す

ることはできないため，その具体的な理由はわから

ない．

２．教育実践に活かせる内容だったか

次に，「学校で教育実践に役立つものだったか」と

の問に対しては，「あった」が93％で，「少しあった」

の7％を併せると，すべて肯定的な回答が得られた．

これについては，講習がスタートしてから２年目に

当たる2010年に講習に対する文部科学省の調査結果

がマスコミで報道された．調査の対象になったのは

前年の講習である．その際，「教員免許更新 校長

61％『効果なし』」という刺激的な見出しとともに，

校長の61％が「児童生徒への質の高い教育の提供」

には「効果がない」と回答したことが報じられた．

校長のほかにも，教育委員会や現職教師，さらには

保護者，そして大学生などから得られた回答も提示

されていた．こうしたデータについて，吉田（2013）

は，校長も含めて「講習」の効果を評価できるかど

うかの問題が含まれていることを指摘している（吉

田 2013）．

今回のアンケートでは，すべての受講者が「実践

に役立つ」と回答しており，この点においては十分

な効果が得られたと評価することができる．

３．幅広い教養や専門性を磨くのに役立ったか

最後の質問も，これまでと同様に肯定的な回答で

占められており，受講者たちが「教師としての幅広

い教養や専門性を磨くのに役立った」と受け止めて

いることがわかる．

このように，３問に限定されているが，「対人関係

スキルアップ・トレーニング」が教員免許更新講習

として期待した効果をあげたことは明らかである．

ただし，「対人関係スキル」は学校で実践されてこそ

吉田 道雄
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図５．見えてますかシート

表１．受講者のアンケート結果



意味がある．講習の性格上，こうした点でのフォ

ローまでカバーすることはできない．企画した立場

としては，教師たちのその後の努力に期待するばか

りである．
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